
 

息子を失った父親、紛争の中で子を産むか否か迷う母親・・・。 

悲劇は常に、ひとりの人間の心の中に宿り 

希望もまた、ひとりひとりの心の中に息づきます。 
 

『修復不能』は、40 年間紛争の続くアフガニスタンで、悲惨な体験の聞き取りを演劇化することで、個々の癒し

と国の復興を目指すアフガニスタン人権民主主義連盟（AHRDO）の作品です。プレイバックシアターの手法の

中から生まれました。120 人の聞き取りから 10 のエピソードを抽出して、演劇化しています。当日は、アフガ

ニスタン豆知識の副読本も配布します。上演時間は 60～70 分。ラウンドテーブルは途中入退場ＯＫです。 

 

『修復不能』リーディング公演 in前橋 

作・アフガニスタン人権民主主義連盟（AHRDO）／翻訳・後藤絢子／監修・村山和之 

企画協力・国際演劇協会日本センター 

会場・前橋文学館 3階ホール 群馬県前橋市千代田町 3-12-10 

演出・中村ひろみ（演劇プロデュースとろんぷ・るいゆ）／舞台監督・坂川善樹（隆善舞台） 

ラウンドテーブル ファシリテーター・ 

小出和彦(光景旅団・早春ゼミナール 2019統括ディレクター) 

出演 

浅原美佐（劇団ザ・マルク・シアター）    

鈴木ひかり（劇団ザ・マルク・シアター）   

坂川善樹 

七五三木貴宏                

荒瀬友美 

岡部美紀                  

中村ひろみ 

郡司厚太（a/r/t/s Lab） 

公開リハーサル 

日時：3 月 15 日(金)18:00～21:00 

参加費：300 円(あるいは通しチケット 1000 円) 

 

リーディング公演＆ラウンドテーブル(全 2 回) 
日時：3 月 16 日(土) 11:00～13:00／17:00～19:00 
参加費：通しチケット 1000 円 

＊参加費は AHRDO への寄付と、上演許可申請翻訳料にあてさせていただきます。 

 

問い合わせ・予約先 09042499127 中村 

shintai2018@gmail.com 
 

・・・・・・・・・・・・・アーツ前橋企画展「闇に刻む光 アジアの木版画運動 1930s-2010s」連携イベント

身体の芸術推進実行委員会 presents 前橋身体論 早春ゼミナール 2019 中村ゼミ・・・・・・・・・・・・・ 
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